
 

　 平成３１年に一般社団法人日本自動車連盟（JAF）の行った調査によると、
　　　　信号機のない横断歩道歩行者が渡ろうとしている場面で、一時停止した車両は岩手県では１３．７％
でした。
　 つまりは、横断歩道を渡ろうとしている歩行者がいる時に、止まる車は７台に１台しかないということです。
　 横断歩道は歩行者が安全に道路を渡るために設けられた場所です。
　  しかし、県内ではこのような意識が十分に浸透していないだけでなく、横断歩道で歩行者が犠牲となる交通
事故も発生しています。
　 そこで
　　　　交通事故の発生が心配される横断歩道等を「モデル横断歩道」として指定
し、交通指導や広報啓発活動を実施し、運転者の皆さんの歩行者保護意識の醸成を図ります。

〇モデル横断歩道って何？
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